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⚫ CI-NETとは

① CI-NETとは(Construction Industry NETwork)
電子商取引に関した建設業界の標準的ルール

② CI-NETにより
CI-NETを利用している企業であれば、どことでも電子商取引が
可能になる

③ CI-NETの対象は
元請と下請・資材企業間の取引(民民での取引)

④ CI-NETの目標は
建設産業全体の生産性向上、コンプライアンスの強化
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⚫電子商取引のイメージ
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⚫電子化により期待される効果

CI-NETの導入メリット

■ 電子データの活用
• データの比較が容易にでき、蓄積データの活用による調

達力の強化
• データの一元管理により、調達状況をリアルタイムに

把握
• 出来高・請求業務は、契約時のデータを活用して作成

■ 生産性の向上
• 書類の送付や提出などの作業負荷の削減
• 業務処理のスピードアップ、合理化、省力化
• 書類の転記、伝票の再入力などの労力や転記ミスの削減
• 煩雑で曖昧な作業を排除

■ コスト削減
• 電子商取引では、注文請書に印紙貼付は不要
• 郵送費、紙代、通信費、保管費などの費用の節減

■ コンプライアンスに寄与
• 取引の履歴が確実に残る
• 取引データの履歴などの「見える化」
• 追加、変更契約などの煩雑な契約処理にも迅速に対応
• 着工前契約の促進
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⚫生産性の向上・コンプライアンスに寄与
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⚫コストの削減
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⚫ CI-NET導入の方法

CI-NETの導入方法は主に以下の4タイプに分かれます。
【ASPとは】

コンピュータ、ソフトを販売する代わりに、ネットワーク経由でソフトの機能を有償で提供する事業者。
【CI-NETのASPサービスとは】

CI-NET対応機能(送受信、データ変換、暗号化など)をインターネットを介して行うサービス。

ゼネコンの
採用が多い

取引先の
採用が多い
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⚫ CI-NET導入企業の9割がASPを導入

(参考)CI-NET準拠のサービス・製品

タイプ ベンダー名 サービス名・製品名

ASP

NECソフト
(NES)

LitesNEO

コンストラクション・イーシー・ドットコム
(CEC.COM)

CIWEB

富士通Japan
(FJJ)

WEBCON

パッケージ
シーイーエヌソリューションズ
(CENS)

LitesNavi

弊社採用


